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【用地ＷＧ】 リモート境界確認等の実施について

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

情報通信機器の活用による用地測量調査の安全性の向上・効率化
目標

取組内容

・ 急傾斜地等危険な環境での用地測量調査の境界立会や物件確認は、これまでは地権者が現地で目視確
認していたが、情報通信機器によるライブ映像を活用することで、安全な環境から境界立会、物件確認するこ
とを可能とする。
・ 一般の用地測量調査において、これまでは遠隔地の地権者が現地に訪れ目視確認していたが、 情報通
信機器によるライブ映像を活用することで、遠隔地からの境界立会、物件確認を可能とする。

After

これからはライブ映像による安全な環境、遠隔地から確認
Before

これまでは現地にて目視確認

関東地方整備局

・実証実験
・リモート境界確認等実施
要領案作成

リモート境界確認等の試行業務実施、本運用

①地権者は測量業者と現地まで同行
②地権者は現地にて境界杭の位置

や物件を確認
①現地の状況を撮影

②地権者は安全な環境等からモニター
で境界杭の位置や物件を確認

31※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。


